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： 村のようす | 
(47年 9月 1日現在） i 

世帯数 1,417戸

人口 7,248人
男 3,540人

女 3,708人

面積 46.6.2婦
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印刷所

須賀川市加治町69
御円谷印刷

広域簡易水道

事 業 着
＠施工地鎮祭と

R 石川水道管からの分水地点

工

村
民
待
望
の
水
道
事
業
に
づ

い
て
長
年
に
亘
り

計
画
立
案
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
よ
り
着
工

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

計
画
に
つ
い
て
は
計
画
の
概
要
等
で
既
に
お
知

ら
せ
の
通
り
で
す
。
工
事
は
本
年
よ
り
ニ
ケ
年
の

事
業
と
し
昭
和
四
十

`

:
｀
[
／

九
年
四
月
一
日
給
水

羞
〗

開
始
を
目
途
に
進
め

磯

/

二

る
も
の
で
、
本
年
分

5

診
緑

／
％
”
ぶ
〗の
第
一
期
工
事
を
七

4

8

嘉・

ぃ

月
二
十
九
日
水
道
業

．桑”

＇
〗

者
八
社
に
よ
り
競
争

ベ

入
札
を
行
い
、
入
札

．^

の
結
果
、

』
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東
京
都
太
田
区
中

央

二

丁

目

五

伊

5

念

藤

建

設

株

式

会

社

ぐ
ぃ胃

恐
喜露

～三

[:[

f39”
に
落
札
決
定
し
ま
し

こ。
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点
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今
年
度
第
工
期
工

ふ応”

”
｀
ダ
唸
’

事
の
概
要
は
次
の
通

夕
鼻
胃

り
で
す
。

・
ぶ
：人・

一
、
送
水
管
工
事

（
母
畑
ー
南
須
釜

.

.
 

9

・

石
川
坂
）

、
三
賣

¢
―
二
五
ミ
リ
四

｀
『

五
五
訂

¢
一
五

0
ミ
リ
―

-
0八
ば

二
、
受
水
槽
工
事
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造

巾
三
、
五
昇
長
サ
六
、

0
訊
高
サ
―
―

-
‘
0昇

上
屋
プ
ロ
ッ
ク
造
り
ポ
ン
プ
室

三
、
配
水
管
工
事

管
の
太
さ
は
五

0
ミ
チ
ー
ニ

0
0ミ
リ

と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

延
長
約
一
五
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル

施
工
地
域
は
南
須
釜
、
小
高
、
中
、
岩
法
寺
区

内
の
一
部
吉
、
竜
崎
区
内
の
計
画
全
部
を
施
工
す

る
べ
く
進
め
て
お
り
ま
す
。
工
事
施
工
中
は
何
か

と
不
便
な
点
が
出
て
来
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

二
九
日

i

三
十
日

下

旬
二
五
日

ク中

旬

ク

八
日

九
日

0
日

一
五
日

ん
‘

// 上 九 八 一

旬日 日 日 日

民
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九
月
の
行
事
予
定
表
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二
二
日

交
通
安
全
協
会
泉
郷
分
会
母
の
会

結

成

大

会

（

総

務

課

）

事

業

所

統

計

（

企

画

室

）

子
牛
共
進
会
ー
石
川

ー

東

ク

）
 

水
道
事
業
補
助
申
請（

建

設

課

）

農
地
災
害
復
旧
工
事
入
札

（

建

設

課

）

広
城
市
町
村
振
興
道
路
計
画
測
量

（

建

設

課

）

敬
老
会
ー
須
釜
中

（住

家
屋
調
査
実
施

子
牛
セ
リ

ク第
九
回
農
業
委
員
会（

企

画

室

）

国

土

調

査

測

量

（

企

画

室

）

月

例

監

査

（

総

務

課

）

公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
の
実
施

設
計

玉
川
村
慰
霊
祭
ー
玉
川
一
小

（

住

民

課

）

保
険
税
第
二
期
納
期
限

e

（

税

務

課

）

農
業
改
良
推
進
員
全
体
研
修

（

産

業

課

）

（

税

務

課

）
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六
地
区
に
つ
い
て
八
月
十
一
日
入

札
を
行
っ

災
害
復
ー

事
の
一
着
，

森

忠

寛

溝

知

せ

い

小

糾

叫

安

例

十

二

矢

吹

幾

哉

と
し
て
審
議
会
を
お
く
こ
と
に
な
な
お
第
一

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
二
十
―
―
―

っ

金

二

、

村
の
公

害
対
策

員
決
る

す
。
こ
の
よ
う
な
も

て
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
く

た
め
に
、

い
ろ
い

税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す

熊

田

建

設

ま
す
が
、
こ
の

わ
れ
る
お
金
の
大
部
分
は
、
わ
た

く

し

た

た

税

金

で

ま

か

七
十
六
億
円
で
、
こ
の
う
ち
約
八

0
形
は
税
金
で
す
。

こ
れ
を
、
税
金
千
円
あ
た
り
の

使
い
み
ち
に
し
て
み
る
と
次
の
と

お
り
で
す
。

た

め

に

七

五

円

道
路
や
住
宅
な
ど
の
整
備
の
た

め

に

一

八

七

円

教
育
と
科
学
技
術
の
振
興
の
た

め

に

一

―

四

円
の
た
め
に

七

0
円

の
た
め
に

1
0四
円

負死件

傷

者者数

七〇三

人 件

八

月

の
交
通
事
故
件
数

家
屋
の
調
査

か
ら
、
役
場

の
係
員
が
出
向
い
た
時
は
よ
ろ
し

く
御
協
力
を
お
願
い
致
し

家
屋
調
査
に

御
協
力
を
：
・

ー 合

計

国
債
の
償
還
や
利
子
の
支
払
い

の

た

め

に

四

0
円

そ
の
他
い
ら
い
ろ
な
国
の
施
策

を
ま
か
な
う
た
め
に

二
―

0
円

、
0
0
0円

し
た
く
し
た
ち
が
生
活
し
て
い

く
た
め
に
は
、
道
路
や
上
下
水

道
、
学
校
な
ど
社
会
全
体
と
し
て

必
要
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
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血
一
、
は
し
が
き
「
公
害
を
考
え
る
」
と
云
う
パ
ン
た
め
に
は
法
律
や
条
例
で
は
便
宜
す
。
生
活
環
境
に
は
住
宅
環
境
や
を
と
る
必
要
が
あ
れ
ば
逐
次
追
こ
れ
に
伴
う
自
動
車
の
増
加
に
一

先
月
の
広
報
に
「
お
互
に
公
害
フ
レ
ッ
ト
を
中
心
と
し
て
公
害
に
上
公
害
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
定
動
植
物
の
生
育
環
境
が
含
ま
れ
る
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
よ
っ
て
公
害
と
名
づ
け
ら
れ
る
血

一
Ill

の

な

い

村

づ

く

り

」

と

題

し

て

わ

つ

い

て

の

解

説

を

記

し

て

皆

様

の

め

て

い

ま

す

。

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

す

。

幾

多

の

現

象

が

生

じ

て

来

ま

し

一

血
が
村
の
公
害
対
策
に
つ
い
て
載
せ
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
は
、
人
の
活
動
に
伴
っ
そ
の
四
は
、
ど
の
よ
う
な
現
象
三
、
公
害
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
た
。
最
近
大
都
市
の
公
害
は
そ

て

お

き

ま

し

た

が

、

新

聞

紙

上

に

二

、

公

害

と

は

て

生

ず

る

こ

と

で

す

。

と

し

て

と

ふ

え

る

か

と

い

う

こ

と

公

害

は

昔

か

ら

あ

り

ま

し

の

限

度

を

越

し

て

お

り

四

日

市

血

一
Ill

毎
日
公
害
に
つ
い
て
の
記
事
が
出
公
害
と
名
の
つ
く
も
の
を
あ
げ
そ
の
二
は
、
相
当
範
囲
に
わ
た
で
「
大
気
の
汚
染
」
「
水
質
の
汚
た
。
明
治
大
正
期
に
お
け
る
足
煙
害
問
題
そ
の
他
大
き
な
問
題
一

尾
鉱
山
鉱
毒
事
件
、
別
子
鉱
山
と
な
っ
て
い
る
幾
多
の
公
害
は
＂

＂
て
い
な
い
日
は
な
い
ほ
ど
全
国
の
て
見
ま
す
と
、
ヘ
ド
ロ
公
害
、
カ

J,1,’;9,ri
ーー，卜
9,’9,
＇，＇,'，',＇,',．

煙
害
事
件
、
日
立
鉱
山
煙
害
事
公
害
に
対
す
る
行
政
上
の
処
置

Ill

＿
 

一
と
こ
か
で
公
害
が
起
っ
て
お
り
ま
ド
ミ
ュ
ウ
ム
公
害
、
自
動
車
公
害

m

す

。

公

害

ほ

経

済

社

会

の

発

展

に

イ

タ

イ

イ

タ

イ

病

に

水

俣

：

公

害

を

考

え

る

（

一

E
な
ど
い
ず
れ
も
公
害
現
象
と
を
更
に
強
化
す
る
段
階
に
来
て

-
[
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須釜の文化財
（その 9)

。
大
会
テ
ー
マ

内

容

一
、
猪
苗
代
ス
キ
ー
国
体
を
ひ
と

こ
と
で
表
現
で
き
る
も
の

二
、
躍
進
福
島
を
象
徴
す
る
も
の

―
―
-
、
例
「
あ
す
へ
の
シ
ュ
プ
ー

ル
」
「
自
然
と
創
造
と
の
調
和
」

「
雪
の
炎
と
友
情
と
」

応
募
資
格
と
点
数

一
、
福
島
県
に
居
住
、
も
し
く
は

就
業
す
る
者
、
ま
た
は
福
島
県

出
身
者

二
、
作
品
は
末
発
表
の
も
の
で
一

募

集

規

第

29
回
国
民
体
育
ス
キ
ー
大
会

昭
和
四
十
九
年
二
月
猪
苗
代
町

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
当
猪
苗
代
国
体
の
「
大
会
テ

ー
マ
・
シ
ソ
ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
広

く
一
般
か
ら
公
塞
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
ふ
る
っ
て
応
募

く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま

す。

人
五
点
以
内
（
共
同
制
作
も
可
）

と
す
る

応
募
用
紙

≪

白
色
上
質
紙
（
キ
リ
ソ
紙
）

B
四
判

・

。
シ
ン
ポ
ル
マ
ー
ク

図
案
内
容

一
、
猪
苗
代
ス
キ
ー
国
体
の
シ
ソ

ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

二
、
誰
に
で
も
愛
さ
れ
、
か
つ
明

る
い
も
の

応
募
資
格
と
点
数

大
会
テ
ー

マ
と
同
じ

応
募
用
紙

白
色
の
ケ
ソ
ト
紙

B
四
判

締
切
と
応
募
先

締
切
期
日
昭
和
四
十
七
年
十

月
二
十
日
（
金
）

（
当
日
の

消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
）

応
幕
先
福
島
市
杉
妻
町
ニ
ー

一
六
県
庁
内
郵
便
局
私
書

箱
三
十
三
号
第
二
十
九
回

閂
体
ス

キ
ー
事
務
局

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

巳
待
、
申
待
等
は
十
二
支
の
当

り
日
を
待
っ
て
講
を
つ
く
り
、
男

柳

作

地

蔵

大
字
南
須
釜
字
柳
作

大
工
の
太
子
講
連
が
建
立
し
た

巳
待
供
養
塔

大
字
北
須
釜
字
追
分

塞
徳
大
子
立
像

大
字
南
須
釜
字
据

庚
申
の
年
（
六
十
年
に
一
回
）

を
当
り
日
と
し
た
。
こ
の
晩
に
は

身
中
の
三
戸
の
虫
が
、
夜
半
に
体

を
脱
け
て
天
帝
に
、
そ
の
人
の
罪

を
告
げ
る
と
い
う
教
え
か
ら
、
徹

夜
で
談
笑
し
虫
が
脱
け
出
す
の
を

防
い
だ
と
い
う
。
台
座
に
一
二
遠
が

み
ら
れ
る
の
が
珍
ら
し
い
。

嘉
永
三
年
(
-
八
四
八
）
の
建

立
で
あ
る
。

十
九
夜
の
月
待
供
養
塔
、
十
九

夜
諧
に
は
未
婚
の
娘
が
相
寄
り
、

多
く
性
談
を
し
安
産
を
祈
っ
た
の

で
産
泰
講
と
も
い
わ
れ
た
。
十
九

夜
塔
は
、
こ
の
他
西
ノ
内
に
一
基

あ
り
、
刻
銘
は
文
政
六
年
(
-
八

五
九
）
と
あ
る
。

地
蔵
の
中
に
は
本
尊
地
蔵
、
月

待
供
盤
と
と
も
に
、
数
多
く
の
石

造
、
木
造
の
素
朴
な
像
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。

信
宥
泉
は
、
薬
師
如
来
供
養
の

た
め
に
建
立
し
た
。
刻
銘
に
宝
永

二
年

（
一
七

0
五
）
と
あ
る
。

五

重

塔

大
字
南
須
釜
字
根
捐

も
の
で
あ
る
。
刻
銘
に
大
正
二
年

（
一
九
一
と
あ
る
。

十

九

夜

塔

大
字
吉
字
馬
場
下

庚

申

塔
大
字
吉
字
上
ク
入

女
集
っ
て
こ
の
夜
お
そ
く
ま
で
飲

食
談
笑
し
た
。
当
時
の
娯
楽
の
最

大
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

寛
永
二
年
（
一
七
四
九
）
の
建

立
で
あ
る
。

____ ,._→ ;..•·------· 

納税は.• • • . . l 
期限内に./

期日に遅れると

延滞金がかとり ます。
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国
民
年
金
は
、
他
の
年
金
制
度
こ
れ
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
国
民
年
金
は
国
で
行
な
う
年
金

i

一
に
加
入
し
て
い
な
い
二
十
オ
か
ら
ま
す
。
保
険
料
を
か
け
ら
れ
な
子
年
金
、
遣
児
年
命
、
寡
婦
年
制
度
で
、
加
入
者
が
納
め
た
保
険
皿

｀
 

a
 

一g

五
十
九
オ
ま
で
の
人
を
、
そ
の
加
い
と
い
っ
て
も
そ
の

ま
A

滞
納

金
の
七
つ
の
年
金
と
死
亡
一
時
料
の
額
の
半
分
を
国
が
援
助
す
る

IIa
 

〗
入
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
が
、
厚
し
て
い
る
と
年金
が
受
け
ら
れ
金
が
あ
り

ま
す
。
国
民
年
金
は

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
四
百
五
十
〗

--生
年
金
保
険
な
ど
他
の
公
的
年
金
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
保
険
料
加
入
し
て
お
け
ば
、
突
然
に
不
円
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の

5

“
 

一一
に
加
入
し
て
い
る
人
た
ち
の
配
偶
を
か
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
免
測
の
事
故
が
起
き
た
と
き
に
、
半
分
の
二
百
二
十
五
円
を
加
え
た

g

all

者
も
、
希
望
す
れ
ば
加
入
す
る
こ
除
を
受
け
る
手
続
を
し
て
お
い
こ
れ
ら
の
年
金
の
う
ち
い
ず
れ

六

百

七

十
五
円
を
将
来
の
年
金
給
血

゜

“
 

1

1

と

が

で

き

ま

す

。

て

下

さ

い

。

免

除

を

受

け

た

場

か

が

支

給
さ
れ
ま

す

。

付

の

財

源

と

し

て

積

立

て

ら

れ

て

5

一血

国

民

年

金

に

加

入

す

る

と

、

た

母

い

ま

す

。

し―――
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一

11

国
民
年
金
に
加
入
す
る
に
は
、

mm

g
 -

月
保
険
料
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
＂

a
 

；

↑

せ

ん

。

保

険

料

の

頷

は

一

ヶ

月

一

応

押

び

ゆ

く

国

民

年

金

一

塁

に

届

出

る

た

け

で

す

む

の

で

i

四

百

五

十

円

で

す

が

、

今

年

の

七

＂

＂

す

。

面

倒

く

さ

が

っ

た

り

し

て

加

i瓢

-

1

-

＿_＿＿＿＿＿＿＿_＿_＿＿＿_＿_＿＿ 
__ 
＿＿＿_＿ 
____ ＿_＿ 
__ ＿
＿
＿
―
_
＿
＿
＿
＿
_
＿
•
_
＿
_
＿
-
：
』
-
―
_
＿
＿
-
＿
_
＿
＿
＿
＿
＿
_
-
n
___ ＿＿＿＿＿ 
__ 
-.‘ 

皿

月

よ

り

一

律

五

百

五

十

円

に

な

り

入

も

れ

に

な

ら

な

い

よ

う

く

れ

ぐ

Ja

i

ま
し
た
。
な
お
、
所
得
の
あ
る
者
合
は
、
年
金
が
減
額
し
て
支
給

年
金
の
額
は
、
保
険
料
と
と
れ
も
注
意
し
て
下
さ
い
。

111

g

疇

i

や
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
者
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
も
に
、
物
仙
や
国
民
所
得
の
変
他
の
年
金
制
度
を
脱
退
し
た
場

n

．
 

叩
は
さ
ら
に
三
百
五
十
円
の
保
険
料
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
動
に
応
じ
て
、
少
く
と
も
五
年
合
に
も
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

-
を
か
け
て
、
よ
り
高
額
な
年
金
を
あ
と
で
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
目
ご
と
に
、
再
計
算
さ
れ
る
仕

年

金

制
度
に
切
れ
目
を

つ
く
ら
な

mllg
 ．
 

[
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
納
め
ら
れ
る
追
納
制
度
の
活
用
組
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
将
来
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
固
＂

a
 

一
ま
た
、

国
民
年
金
に
は
加
入
者
を
お
す
す
め
い
た
し

ま

す

。

物

価

や

消

費

水
準
が
変
動
し
て
民
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

I鱈

~
が
経
済
的
に
ど
う
し
て
も
保
険
料
拠
出
制
国
民
年
金
の
給
付
は
も
年
金
の
値
打
ち
が
な
く
な
る
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
年
金

g

ー
を
か
け
ら
れ
な
い

よ
う
な
場
合
に
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
、
よ
う
な
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
血

“
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九

月

十

五

日

は

日

」

国
民
の
祝
日
と
な
っ
て
お
り
、
長

に
功
献
さ
れ
た
お
年
寄

に
感
謝
し
、
国
民
全

一
、
昭
和
四
十
八
年
歌
会
始

の
お
題

昭
和
四
十
八
年
歌
会
始
の
お
題

は
、
「
子
ど
も
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

（
注
）
お
題
の
「
子
ど
も
」
の
文

字
が
歌
旬
の
中
に
な
く
て
も
子

ど
も
を
表
現
す
る
言
葉
が
よ
み

こ
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
ろ
し
い
。

二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

日
詠
進
歌
は
、
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
歌
に
限
り
ま
す
。

口
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半

紙
が
よ
い
）
と
し
、
毛
筆
で
自

書
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失

9月15日は

敬老の日」
80オ以上敬老年金支給

の
行
な
わ
れ

る
日
以
前
に
、
新
聞
、

の
他
の
出
版
物
、

よ
り

二
の

因
そ
の
他
こ

な
い
場
合

四
、
詠
進
の
期
間

本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十

日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合

消
印
が
十
月
十
一
日
ま
で
の
も

四
十
八
年
歌
会
始
の
お
題
及
び

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

よ
ら

クク

用
一
番
一

封
筒
に
一

え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、

小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
さ
し

つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

六
、
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
れ

ば
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ

て
に
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、

郵
便
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封

箇
を
添
え
て
、
九
月
末
日
ま
で

に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

又
詳
し
い
こ
と
は
如、0

に

し

格
と
な
り
ま
す
。

H
-

―
 

合

の
を
有
効
と
し
ま
す
。

五
、
郵
便
の
あ
て
先

小.-'/ /,,'~ 蒜ヶク/) /,, ク ≪1/ クク I'/ lj /)ク川

高

り
ま
せ
ん
。

矢曲真真曲佐大吉白熊鈴山磯矢川矢矢坂大
氏

吹山弓弓山藤竹田旗田木崎目部崎吹部本竹

ツトサセハ万ツフハモトフヨヨ聖トクトス

メライキル吉子ミタソキヨジネ三メラミテ名

八
三

八
九

八
四

生 辺

八八八八八八八九八八八八八八八
一六四七六四三 0ー四三五五七

命
ん
愈
を司

遥
し
杢
参

と
に
な
っ
て
お
り
ま

次
に
八
十
才
以
L

々
を

御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

{, ij {, ク ,;,''l ク 'l≪ クク中クケククククク

小小仁矢村吉小首高高鈴小小小角角吉岩三関渡 国高車溝

林林井吹越田針藤林林木針針針田田田谷輪根辺井原田井
田 勝辰

キトアコトマ鶴カキ ア常ソ清テ療 光 トヨケタフフ正
太 五

ソミキウメス千クク郎キニメ助ル次郎啓キネサツジク

八 八 九 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八
三八一三六六三二三二二六六〇

八八八八八八八八八
ーーニ 0五三〇

クククク・ククククククククククク・ククククク北
須
釜

クククククククク‘ク吉ク‘ク (,, /,,- /}, ク -1/ ,'/ -1/ //ク

石石 矢有有有小石石 矢 瀬 小 鈴 鈴 渡 草 大 阿 阿増大佐大大大関塩大草小大飯吉小小小宗上上鈴上小矢矢鈴

森森吹賀賀賀針井井吹谷針木木辺野木部部子野藤野木越根沢野野原野島村原原原形野野木野林吹吹木
，玉久 伊 ハ吻 金

卜,,.,.之嘉五清シキ 勢 ナ ス 蔵 フ ジ 、 ン 之 ― キ 三ムミケケイヨイキ功夕兼キハイコイサ
房 、源
之キヒ次徳イリ市サ

ラナ助重郎平チチ松ツミ重クンメ助夫ク郎メッササマネワク積ケーヨナノウノワ助クサ郎ニトヨ三イ

八八八八八八八八八
ー一六 00-00-

八 八八九八八八八八八八八九八八八八八八八八八八八
八六ニニ四九ー四 0四七ニーニーニ六二五 00二 八 〇

八八八八八八八
五三 0三二八六

八
七

八
七

八
三

に
収
集
し
て
お
り

ま
す
ご
み
の
こ
と
で
す
が
、
な
か

に
は
底
の
抜
け
た
紙
袋
や
箱
に
入

れ
て
、
道
端
に
ほ
う
り
出
し
て
お

く
と
こ
ろ
が
あ
り
、
収
集
作
業
に

支
障
が
あ
る
た
め
、
道
路
を
広
く

美
し
く
す
る
た
め
に
も
、
是
非
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
指
定
さ
れ
た

場
所
へ
、
き
ち
ん
と
出
荷
さ
れ
ま

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

は

、

七

月

日

よ

り

三

日

間

村

内

の

希

十

一

人

が

参

加

し
、
バ
ス
貸
切
り
で
、
日
本
一
の

富
士
山
に
登
り
、
河
口
湖
、
山
中

湖
な
ど
を
周
遊
し
て
ぎ
ま
し
た
。

元

に富
士
登
山

]
ー
こ
み
は

1
-

｝
ー
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
ー

// 

滝

口

清

八

四

野

目

サ

ク

八

四
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公
民
館
主
催
第
七
回
玉

川
村
部
落
対
抗
野
球
大
会

は
、
八
月
二
十
七
日
午
前

九
時
か
ら
、
泉
中
、
玉
川

一
小
の
両
校
庭
で
十
チ
ー
ぅ

、

,
•

1

.
'

ム
が
参
加
し
て
盛
大
に
開

か
れ
、
投
打
に
ま
さ
る
中

チ
ー
ム
が
三
年
連
続
優
勝

を
か
ざ
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り

一

回

戦

/
.~
.
.
.

.

岩
法
寺
2
ー

ー

1
吉

中

22ー
ー

0
竜

綺

小

高

8
ー

ー

2
蒜

生

川

辺

3
ー

ー

0
北
須
釜

二

回

戦

南
須
釜
6ー

|

4
岩
法
寺

中

3
ー

ー

0
山
小
屋

準

決

勝

南
須
釜
9

ー
—

1

小

高

決
中中

7
|
0川

勝
16ー

3
南
須
釜 辺

交

通

安

全

研

修

講
師
団
設
置
さ
れ
る

村
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
を
は
か

る
た
め
、
交
通
安
全
研
修
諧
団
を

設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
講
師
団
は
七
人
で
構
成
さ

れ
、
村
内
の
各
種
団
体
や
事
業
所

等
で
交
通
安
全
に
関
す
る
研
修

会
、
講
習
会
を
行
な
う
と
き
に
、

派
遺
申
請
に
も
と
｀
‘
つ
き
交
通
安
全

の
指
導
や
助
言
を
行
な
う
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

派
遣
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、

村
内
の
学
校
、
各
種
団
体
、
及
び

事
業
所
で
開
催
す
る
研
究
会
、
購

習
会
、
大
会
等
で
、
参
加
者
が
一

五
人
以
上
の
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
派
遣
ご
希
望
が
あ
り
ま

し
た
な
ら
ば
総
務
課
交
通
対
策
係

に
申
し
出
て
下
さ
い
。

講
師
団
の
メ
ゾ
バ
ー
は
次
の
と

お
り
で
す
。

石
川
警
察
署
交
通
係
長

・

渡

辺

弘

泉

郷

駐

在

所

藤

井

未

信

須

釜

駐

在

所

朝

倉

郁

夫

安
全
協
会
泉
郷
分
会

古

．

寺

福

喜

塩

沢

直

利

関

根

忠

幸

久

保

木

徳

雄

ク
須
釜
分
会

公

民

館

役

．
場

玉
川
村
恒
例

一

る

の

村

民

体

育

祭

ま

決

は

、

十

月

八

日

卸
に
戸
[
[□

JII[

育

日

―

小

学

校

々

庭

体

8
で
開
催
す
る
こ

と
に
決
り
ま
し

t
 

民
月
』

J

O

村

〇

こ

の

大

会

に

,．

1
は
部
落
得
点
と

な
る
各
種
の
対

ー

ニ

―

＿
 

平
均
寿
命
延
び
る

男
70
、
女

75
の
壁
を
破
る

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
つ
い
に
七
五
•
五
八
年
と
な
り
、
待
望
の

男
七

0
歳
、
女
七
五
歳
の
壁
を
突
男
七

0
歳
、
女
子
七
五
歳
の
壁
を

破
、
世
界
の
長
寿
国
の
仲
間
入
り
突
破
し
た
。
四
十
五
年
に
く
ら
ベ

を
し
た
。
厚
生
省
が
七
月
二
十
日
て
男

0
、
八
四
歳
、
女

0
、
八
五

ま
と
め
た
四
十
六
年
簡
易
生
命
表

」一
歳
の
大
副
な
伸
び
で
、
昨
年
は
イ

に
よ
る
と
、
昨
年
の
日
本
人
の
乎
ソ
フ
ル
ニ
ソ
ザ
の
流
行
が
な
か
っ

均
寿
命
は
男
七

O・

一
七
年
、
女
た
の
が
幸
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
ほ
、
第
一

回
生
命
表
に
よ
る
と
、
男
四
ニ
・

八
年
、
女
四
四
・
三
年
で
、
戦
前

は
つ
い
に
五

0
年
に
到
達
し
な
か

っ
た
。
平
均
寿
命
が
五

0
年
を
越

し
た
の
は
、
戦
後
で
あ
っ
て
、
男

で
は
昭
和
二
十
二
年
、
女
で
は
昭

和
二
十
一
年
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
ー
七

年
ま
で
の
間
は
、
男
女
と
も
乎
均

寿
命
の
伸
び
は
、
毎
年
二
年
以
上

と
い
う
驚
異
的
な
伸
長
を
み
せ
、

こ
の
間
；
昭
和

二
．十
五
井
に
女

1
1
平
均
余
命
の
推
移
1
1

抗
リ
レ
ー
が
あ
り
、
各
部
落
共
優

勝
を
目
標
に
、
秘
策
を
ね
り
な
が

反
選
手
の
詮
こ
う
等
を
進
め
て

い
ま
す
。
‘

p

.

叉
部
落
出
し
物
は
四
辻
と
岩
法

寺
に
き
ま
り
へ
何
が
出
て
く
る
か

お
楽
し
み
ro
，
大
会
の
最
後
を
飾
る

盆
踊
り
コ
ソ
ク
ー
ル
も
人
気
の
的

で
す
。
そ
の
外
面
白
い
個
人
競
技

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

『

み
な
さ
ん
、
揃
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

が
、
昭
和
二
十
六
年
に
男
が
六
〇

年
を
突
破
し
た
。
そ
の
後
は
、
伸

び
の
速
度
に
若
干
の
衰
え
は
み
せ

た
が
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
男
が

六
五
年
を
、
昭
和
三
十
五
年
に
は

女
が
七

0
年
を
越
え
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
三
年
以
降

の
三
年
間
は
、
数
年
み
ら
れ
る
伸

び
の
停
滞
現
象
に
加
え
て
、
イ
ン

フ
ル
ニ
ソ
ザ
の
流
行
も
あ
り
、
平

均
寿
命
は
、
き
わ
め
て
微
弱
な
伸

び
（
一
年
当
り
男

0
•

一
四
年
、

女
0
•

一
九
年
）｝
げ
止
ま
つ
て
い

村章募集について

： 

男 女年

令 46年 45年 伸び 46年 45年 伸び

69.33.・ ' 0.84 0歳 70 17 75 58 74.71 0.87' 
， 

5 66 46 65.70 0.76 71.67 ";0.84 0.83; 

15 56.75 56.01 0.74 61.87 61.05 0.82 

25 47.36 46.60 0.76 52.17 51.36 o_.s1 

3' 5 37.99 ・-37.2,7 ． 
0.72 42.59 41.80 0_79 

. J 

45 28,96 28.・?5 0.71 33.20 32.43 0 77 
． ． 

~ ヽ

55 20 44 19.77 0.61 24.23 23.52 ・・o.n 

65 13 08 12.47 0,61 16.00 15.:37 0.63 

75 7 .54 1 7.09 _0.45 9 23 8.74 0.49 

85 4.05 3.77 o.~s, 4.86 4.55 0.31 

た
。
本
四
十
六
年
は
冴
ソ
フ
ル
ニ

ソ
ザ
が
？
前
四
十
五
年
の
約
二
割

と
い
う
非
流
行
年
で
あ
っ
た
た
め

男
女
共
、
．

約

0
、・
八
年
と
い
う
近

年
に
な
い
伸
び
と
な
り
、
男
の
乎

均
寿
命
は
、
待
望
の
七

0
年
に
達

し
、
女
も
七
五
年
を
突
破
し
た
。

主
な
年
齢
の
平
均
余
命
と
そ
の
伸
び

こ
の
ょ
う
な
平
均
寿
命
の
推
移

に
対
し
て
、
他
の
年
齢
の
平
均
余

命
の
推
移
は
、
年
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
て
、
そ
の
伸
び
は
小
さ
く

な
り
、
高
年
齢
で
は
ほ
と
ん
ど
横

ば
い
の
状
態
と
い
え
る
。

（
原
稿
．官
報
資
料
と
り
）

（
単
位
年
）

次
の
要
領
に
よ
り
村
章
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
応
募
作
品
は
一
人
五
点
以
内
で
優
秀
と
認
め
た
も
の
は
村
章

二
、
用
紙
は
白
色
ケ
ン
ト
紙
B
5

と
し
て
使
用
し
、
次
の
賞
金
を

判
（
半
紙
の
½
)
、
図
案
の
彩
差
上
げ
ま
す
。

色
は
黒
の
み
と
し
、

裏
面
に

図

入

選

一

点

一

万

円

案
の
説
明
を
一

0
0字
以

内

に

準

入

選

三

点

以

内

各

二

千

ま

と

め

、

住

所

、

氏

名

、

年

令

円

性
別
、
職
業
、
勤
務
先
を
記
入
六
、
村
章
の
内
容
は
、
発
展
す
る

す

る

。

「

明

る

＜

、

豊

か

な

魅

力

あ

る

」

―
―
-
、
応
募
/
切
日
九
月
三

0
日
玉
川
村
を
象
徴
し
た
も
の
と
し

四
、
作
品
の
提
出
先
玉
川
村
役
ま
す
。
入
選
作
品
の
版
権
は
玉

場

企

画

室

川

村

に

帰

属

し

。

作

品

は

返

却

五
、
応
募
作
品
の
中
審
査
委
員
会
い
た
し
ま
せ
ん
。
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青
少
年
健
全
育
成
の
行
事
と
し

て
玉
川
村
主
催
の
少
年
球
技
大
会

は
、
ま
さ
に
子
ど
も
た
ち
の
夢
の

球
宴
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

炎
天
下
の
八
月
十
日
、
四
百
人

の
選
手
が
参
加
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。
各
部
落
の
子
ど
も

会
で
は
、
大
会
に
備
え
て
早
く
か

ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
た
め
、
実

中
3 2 ・1学
位位位校

女
吉北南山子吉岩
チ須須小バチ法
l釜釜屋レ 1寺
ムヂチ千 lムチ

1 'l五ボ :.・ I 
ムム ・沢 ：I ム
．．． ． ・チル

・声1-
ム

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九

月
二
十
二
日
（
金
）
か
ら
十
月
一

日
（
日
）
ま
で
の
十

H
間
次
の
実

施
要
網
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
す
の

で、
．
こ
の
運
動
推
進
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

．
．
 

一

、

目

的

こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
運
転

者
、
運
転
者
の
雇
主
そ
の
他
陸

上
交
通
に
関
係
あ
る
す
べ
て
の

者
に
交
通
安
全
思
想
の
周
知
徹

底
を
は
か
り
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
の
実
践
を
習
慣
｀
つ
け
、
交

涌
事
故
防
止
の
徹
底
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二

、

期

間

10--

＝=-＝＝＝＝
-EE-
＝＝＝＝ 
1111111ー-＝=＝＝＝-＝＝＝=
＝＝＝＝
=＝＝
m-
＿-＝＝＝-=＝＝-―-=＝＝＝＝==＝＝＝＝-=I--i=＝＝＝-―-=＝＝＝＝＝--＝＝==＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝u=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝-＝＝-＝
-
1

力
伯
仲
の
好
試
合
が
目
立
叩

.9...‘

....
"．

・：

出

''[

F.

ち
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
〗
．
‘
"
＜

刀

”
.
.

.
「
火

ー

オ
哀
、

I

、：

『不

：`

奇

”‘

ユ
ニ
‘
ホ
ー
ふ
を
汗
主
み
れ
』
ぷ
し

．．．

に
し
な
が
ら
元
気
な
。
フ
レ
叩
．
品
良

切

ゃ

舟

み

あ

せ

ば

む

葦

し

＇げ

り

、

[

事

心
を
見
娼
お
し

た

。

応

援

一

植

沢
林

の

稚

杉

そ

だ

ち

蝉

時

雨

．

‘,‘";
‘≫
 

喜
に

か
け
つ
け
た
部
落
の
人

皿

山

探

魚

ひ

そ

む

朽

木

や

滴

れ

り

111

岳

風

に

青

田

燕

影

ふ

へ

て

，
た
ち
も
、
，
我
が
チ
ー
ム
るの

皿

一
投
一
打
に
盛
ん
な
声
援
[，

ま

ぐ

な

ぎ

の

群

る

る

倒

木

越

え

な

や

み

皿

を

送

っ

て

い

ま

し

た

。

[ヽ□

山

ぶ

精

の

父

と

言

は

れ

て

更

衣

そ
の
結
果
中
学
生
ソ
フ
ー

ト

ボ

ー

ル

は

吉

チ

ー

ム

、

皿

阿

武

隈

の

早

瀬

に

＇
お

ぽ

る

夏

蘭

小
学
生
て
は
北
須
釜
チ
ー

111

磐

梯

の

裾

に

展

＂
け
～
し

稲

ぶツ

'’

花

，ヽ
＇ヽ
、＊＇↑，＂
.̂
，̀
/・’・・

ム
、
中
学
生
ベ
レ
lーボー到＝＝＝―i=-a-＝＝-＝＝

-m
―-＝=＝
111
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1i111111 ＂ 

ル
は
山
小
屋
、
千
五
沢
チ

ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を

し
ま
し
た
。

3
位
ま
で
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
位

吉

チ

ー

ム

2
位
南
須
釜
チ
ー
ム

3
位

川

辺

チ

ー

ム

岩
法
寺
蒜
生
チ
ー
ム

小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
位
北
須
釜
チ
ー
ム

，

2
位

小

高

チ

ー

ム

一

9
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・1111111-1• 
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ー

ー

F
 

＇ 

溝

井

、、一

｀

g

,
＇ ＇ 

一

秋

祭

一

ー

＇ 
ー

＇ ー

一

円

紙
幣
土
に
よ
ご
れ
て
落
ち
ゐ
し
が
二
日
も

＇ ＇ 
ー

l

過
ぎ
て
誰
も
拾
は
ぬ

＿
 

ー

血
稲
の
穂
の
さ
や
さ
や
ゆ
ら
ぐ
秋
立
ち
て
村
の
祭

ー

も
近
づ
き
に
け
り

ー

一，

一

血

稲

の

穂

に

光

る

夜

露

を

こ

ぽ

し

つ

つ

月

夜

の

蛙

血

ー11

次
々
に
跳
ぶ

ーー

l

大
き
旗
村
々
た
ち
て
こ
と
さ
ら
に
実
り
の
秋
の

ー

ー

＿
 

血

祭

賑

は

う

ー

ー

々
が
痺
め
き
た
て
し
祭
の
旗
稲
田
の
風
に
大

＇ ＇ 

一

人
血

き

音

た

つ

＇

一

t
 

．．
． 

国
―
-
n
-
＝
＝
＝
＝
＝
-
•
9
1
-
＝
＝
＝
―
―
-
1
1
1
-
-
＝
＝
＝
＝
＝
＝
-
u
-
_
1
+
-
＝
＝
-
＝
-
＝
-

3
位

，泉
郷
ク
が
優
勝

宝
川
村
商
工
会
主
催
の
親
善
野

球
大
会
が
八
月
二
十
日
、
泉
中
、

玉
一
小
校
庭
で
開
か
れ
、
泉
郷
ク

が
優
勝
、
中
根
製
作
面
が
準
優
勝

＿
―
-
位
は
須
釜
ク
で
じ
た
。

九
月
二
十
二
日
か
ら

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ら」、

運
動
期
間
九
月
二
十
二
日
か

ら
十
月
一
日
ま
で
の
十
日
間

三
、
ス
ロ
ー
ガ

ン

、

こ
ど
も
と
老
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
ろ
う
。

｀

四
、
重
点
目
標

日
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ソ
の
定
着
化

な
ら
び
に
設
定
の
拡
大
化

⇔
、
交
通
安
全
指
導
の
強
化

吉竜小川部

崎高辺
落

死
亡
者
氏
名

田

子

ミ

ッ

車

田

常

人

仁

井

田

サ

ヨ

有

賀

嘉

一

男

吉ク南竜グ中小ク川• •• • 部 ・、・・・
須

釜崎 高辺 落 ．.、

和原 島本 林針 田山 針：

大小飯橋小小沖曲小甚
田ミ 児こぉ

ヽ

重二
夏 睛和 由直 明知氏 ざ誕

9 名へい生
螺子枝江男理美宏洋

八

分
月まお
のすめ
塁で
昌と
麿つ
ヽ

重 久武 義桓 要新 勇由世

信〗徳雄重明 祐

続
柄

孫ククク
・

ククククク
・

佐
久
間
君

国
内
研
修
ヘ

わ
か
村
で
は
、
毎
年
村
内
の
中

堅
青
年
を
、

，県
外
先
進
地
に
派
遣

し
、
現
地
研
修
を
通
し
て
教
育
、

文
化
、

．産
業
等
に
つ
い
て
研
修
さ

せ
、
地
域
振
興
に
役
立
つ
青
年
の

育
成
を
は
か
る
た
め
、
今
ま
で
に

三
十
三
名
を
派
遣
し
て
い
ま
す

今
年
は
県
教
育
委
員
会
で
実

ミ

n
‘

ヵ施
す
る
福
島
県
青
年
国
内
研
修
生

と
し
て
、
岩
法
寺
の
佐
久
間
悦
男

(21)
君
が
参
加
す
る
こ
と
に
央

り
、
九
月
に
群
馬
、
新
潟
の
両
県

で
現
地
研
修
を
受
け
て
く
る
こ
と

に
な
り
、
帰
省
後
の
活
曜
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

お

詫

び

・い

八
月
号
広
報
た
ま
が
わ
号

外
で
村
内
役
職
員
の
暑
中
お

伺
い
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
‘

こ
の
名
簿
に
次
の
者
が
洩
れ

て
お
り
ま
し
た
の
で
お
詑
び

一

申
し
上
げ
ま
す
。

役
場
住
民
課

主

事

補

石

森

春

男

石
川
地
青
協
の
陸
上
協
議
大
会

は
八
月
六
日
、
石
川
町
営
グ
ラ
ソ

ド
で
開
催
さ
れ
、
玉
川
女
子
青
年

が
総
合
で
優
勝
し
ま
し
た
。

[
こ
逝
去
お
悔
み
申
い
に
旧
は
け
」

（
八
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

年

令

世

帯

主

名

続

柄

(

7

9

)

又

四

郎

母

(22)

宇

多

子

長

(88)

保

治

母

(67)

一

父

玉
川
女
子
青
年

晴
れ
の
優
勝




